生成AIによる教材開発の民主化とその課題〈付録：申請・運用テンプレート集〉
様式2　使う前の チェックシート　［先生が自分で確認する用紙］
	この用紙について　授業で使う前に、先生自身が確かめる用紙です。全部に☑が付いてから使います。むずかしい項目は、下の「くわしい人に確認してもらうこと」にまわしてかまいません。



A　自分で確かめること
☐　集める情報は、本当に必要なものだけにした。名前や写真など、なくてよい情報は集めない。
☐　だれが使えるアプリか決めた（例：このクラスの子だけ）。だれでも見られる状態になっていない。
☐　使うAIは、学校で認められたものにした。
☐　そのAIの決まりを確認した（何歳から使える／保護者の同意がいるか／作った文章を使ってよいか）。
☐　授業の前に、AIの得意・苦手や、個人情報・著作権について子どもに教える予定がある。
☐　保護者への説明・同意（必要な場合）の準備ができている。
☐　学校・教育委員会の決まりに合っている。
☐　情報が漏れた・アプリが止まった、などのときの連絡先と手順を知っている（様式6）。

B　ITにくわしい人に確認してもらうこと
次の2つは、作った人やICTに詳しい人に確認してもらってから☑を付けてください。
☐　「カギ」（パスワードのようなもの）が、外から見えない場所にある。
☐　関係のない人が、勝手に中身を見たり書きかえたりできない。

	確認した人／確認した日
	

	まだ☑が付かない項目と、その対応
	


※わからない用語や項目があるときは、ICTに詳しい先生や、その教材を作った人に確認してから進めてください。この用紙は、くわしい解説編（〈実務編〉）と一緒に使う想定です。学校・教育委員会の決まりを優先し、必要に応じて書きかえて使ってください。
